はじめに（大会開催のあいさつ）
本日は、第47回「中学生の主張　大阪府大会」にご参加いただき、誠にありがとうございます。
昭和54年の国際児童年を記念して始まりました本大会も、今年で47回目を迎えました。
この大会は、次代を担う府内の中学生が、社会に向けての意見、未来への希望や提案などを、自らの言葉で発表することにより、コミュニケーション力や社会性などを育む機会となるよう開催しているものです。
本日は、府内の各中学校から寄せられた総数1,192点の応募作品の中から選ばれた皆さんに、府内で学ぶ中学生を代表して発表をしていただきます。10名の発表を心から嬉しく思い、自らの思いを生き生きと主張できるように応援しています。
会場にお越しいただいている皆様におかれましては、どうぞ最後までお聴きいただき、中学生の皆さんの熱いメッセージを受け取ってください。
さて、大阪においては、2025年大阪・関西万博が開幕され4カ月となりました。この万博は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとし、人間一人ひとりが、自らの望む生き方を考え、それぞれの可能性を最大限に発揮できる社会の構築をめざしています。
中学生の皆さんには、この万博からご自身の広がる未来の可能性を感じ取っていただき、これまで以上に広い視野と柔軟な発想をもって、自己や社会と向き合いながら、未来を担う一員として活躍されることを願っています。
最後になりましたが、この大会の実施にあたり、多大なるご支援をいただいた協賛企業や団体の皆様、そしてご尽力いただきました中学校をはじめとした関係者の皆様に厚くお礼申し上げますとともに、本日ここにお集まりのすべての皆様の今後ますますのご健康とご多幸を祈念しまして、開催にあたっての挨拶とさせていただきます。
令和７年８月１７日
青少年育成大阪府民会議
　会長　大阪府知事　吉村洋文
